
男女共同参画講演会「マジックパパと親子でワイルドあそび」 【坂出市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 １９５千円

交付金額 ９７千円

事業番号 １

令和２年度に実施した本市第２次男女共同参画計画（令和３～１２
年度）策定のための市民・事業所アンケートの結果及び本市男女共
同参画委員会委員からの意見を踏まえ、職業生活における女性の
活躍促進が重要課題であるとし、特に固定的な性別役割分担意識
の解消、ワークライフバランスの正しい理解と普及、また男性の家
事・育児への参画を促進することで、女性の活躍推進につなげてい
くことが求められている。

左記の課題解決に向けた契機となる事業を実施することで、女性
の職業生活における活躍の推進及び男性の家事・育児への参画
促進を図る。
【数値目標（令和７年度）】
・男女共同参画に関する講演会の開催 ２回２００人以上
令和５年度 １回目（本事業） 参加者４３人（親子１５組）

２回目 参加者１６１人

テレワークの普及拡大や働き方改革の推進により家庭で過ごす時間が増
えたことから、子育て世代をターゲットとし、親子でふれあう機会を通して男
性の家事・育児参加および固定的な性別役割分担意識の解消を促進した。
【講演会】
講師：和田 のりあき 氏（マジックパパ代表）
内容：①講演、②親子レクリエーション、③ステージショー

【動画配信】
上記講演内容を別途収録した動画を市公式YouTubeチャンネルにて１か月
間（11月1日～30日）配信

①坂出市男女共同参画委員会（13人）
学識経験者、各種団体、公募委員

②市内及び近隣の企業
坂出商工会議所、坂出綾歌企業人権・同和教育推進協議会

③行政関係機関
香川県、県内７市９町

④坂出市人権啓発推進会議（市内40団体）

参加者アンケートを実施（回収率100%：22/22人 ※アンケートは
大人のみに配布）し、結果分析及び課題整理を行った。
・参加者の年齢：「30歳代」12人、「40・50歳代」9人、「60歳代以上」1
名となっており、ターゲットである子育て世代への啓発が図れたと考
えられる。
・満足度：①講演では86.3％、②親子レクリエーションでは90.9％、
③ステージショーでは81.8％の方が「満足」「まあ満足」と回答してお

り、講演会全体を通して、満足度の高いイベントとなったと考えられ
る。

市男女共同参画委員会にて事業効果等の検証を行った結果、下
記の課題が挙げられた。
①開催形態の検討

より多くの方へ啓発するためにも、今後も動画配信を含め、講演会
の開催形態についてさまざまなやり方を検討していく必要がある。
②参加できない方（家庭）へのアプローチ

講演会に参加できない方（家庭）こそ本当に啓発が必要であり、そ
こに対するアプローチ方法について検討していく必要がある。



事業の概要

日時 令和５年９月１６日（土）10：00～12：00
場所 坂出市民ふれあい会館 ３階
内容 講演『夫婦・親子のコミュニケーション』

親子レクリエーション『父と子のワイルドあそび』
ステージショー『親子でふしぎあそび』

参加 ４３人（親子１５組）
講師 和田 のりあき 氏（マジックパパ代表）

【プロフィール】
テレビ報道カメラマンから主夫となり、２児の子育てを経験。その後、保育
士資格を取得し、ＮＰＯ法人理事長、ＰＴＡ会長、保育園園長などを経て起
業。マジックと主夫業の経験を活かし、子育て講座やイベントなど幅広く活
躍。
合言葉は「子どもがワクワクする大人になる！」

坂出市男女共同参画講演会
「マジックパパと親子でワイルドあそび」 親子レクリエーションの様子

参加者アンケート結果

【回収率】100%（22/22人 ※大人のみ）
①男女共同参画についての
 関心や理解について

②自由意見欄

・何よりも子どもがとても楽しそうだった。久しぶりに思い

っきり子どもとふれあいができました。（40歳代 男性）

・子どもと一緒に遊べたり、話を聴けたので、とても楽し

かった。遊びの中で、子育てや遊びのヒントなども話して

くれてよかったです。（40歳代 女性）

・まず子どもの動作を見て、「認める」というのがすごくな

るほどって思いました。マジックもすごく楽しかったです。

ありがとうございました。（30歳代 男性）

大変深まった
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